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丁世絃
LecturesofKyeonghakwonduringtheJapaneseColonialPeriod
JＥＯＮＧＳｅｈｙｅｏｎ
KyeonghakwonwasestablishedonJuｎｅｌ５，l911onthesiteofSungkyunkwan
throughdecree73oftheJapaneseGovernment-General・Kyeonghakwonwasintended
tobeaplacetogivelecturesonConfUcianismandtofacilitaterefbrmofKoreanpublic
morals，
AftertheJapanesecolonialgovemmentwasestablished,theeducationalfUnctions
thatSungkyunkwanhadheldbefbrewerenearlytotauyeliminatedKyeongHakwonwas
basedonConhlcianthought・Itsmainpurposewastoimplementsocialeducationand
perfbrmancesofreligiousritesatConfUciantemples,Ｉｎｔｈｉｓｐａｐｅｒｌｗｉｌｌｂｅｆｂｃｕｓｍｇｏｎ
ｈｏｗtheKyeonghakwonlectureschangedundertheConfilcianPolicyofJapanese
GovemmentGeneral．
キーワード：経学院講演会斯文会儒教講演近代儒教
はじめに－近代講演会の始まり
1911年６月15日寺内総督は、韓国合併天皇下賜金の一部である「臨時恩賜金」２５万円を基金として、
｢経学を講じ、文廟を祈り、風教徳化の神補すること」という設立の趣旨の下、朝鮮総督府令73号経学院
規定により、成均館があった地に経学院を設置した')。成均館は経学院設立後同年９月に廃止される。以
前成均館が行なった釈莫祭はそのまま続けられたが、成均館が持っていた教育機能の中で人材養成機能
は併合以降、ほぼ20年間停止された2)。
経学院は1930年明倫学院の設立まで、教育機関における直接的教育は行なうことができなかったが、
経学院の設立趣旨である経学を講義することは経学院の様々な「講演会」で行なうようになる。
講演会は緯翼、「経学院雑誌ｊの刊行とともに経学院三大事業であった点も重要であるが､経学院の講
l）「日誌大要」（｢経学院雑誌」１号、1913年）４１頁。
2）朝鮮王朝時代の成均館には東庭と西晦があり、成均館の儒生はそこで寄宿しながら科挙の準備をした。一時的に停
止された教育機能は1930年明倫学院の設立以降復活する。
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演を通して時代別朝鮮総督府の儒教政策や新政趣旨の変化を見ることができる点は講演会が持つ最も重
要な意味であると言えよう。
一方、両班の象徴でもあった儒教を新たな時代に復興させるため、講演会という形で一般民衆を対象
として行なった点からは経学院が望んでいた儒教の大衆化、儒教普及をめざした努力の一面を見ること
ができる。
朝鮮王朝期には前述のように儒教は身分制度と深い関係があり漢文を読めない民衆を対象とする講習
会、講演会のような形式の儒教理念の普及は、近代以前にはほとんど用いられなかった。
日本の場合は江戸時代から学者によるさまざまな講釈が行われた。そのような雰囲気の中で商人層を
主な対象とし公開講釈を開いた石門心学の主唱者、石田梅岩が登場する。石田の講釈会は京都、大阪と
その近郊にとどまったが、のちに彼の遺志を続いた手島堵庵（,718-1788）の教化が、武士も含め、全国
に広がった3)。
一般人向けの講釈の経験を通して、日本は儒教を用いる教育や思想先導の底力を一早く把握していた
と思われる。こうしたやり方は韓国の統治にも活用することができた。特にそのような前例がなかった
儒教界も、他の宗教団体と同じ様相を帯びて講演の時代、運動の時代に合流するようになった。
本格的な儒教講演は統監府時期から始まっている。様々な宗教団体、愛国啓蒙団体、青年団体が雨後
の筒のように結成され、かつ講演会を開いた。儒教団体もその中で存在を示し、講演会、雑誌の発行な
ど近代的活動を開始した。
次の引用文は1909年「西北単会月報」に掲載された儒教団体「大同教」講演の一部である。
朋友講習９１義吾取司｡ト会名号大同教司司工儒林界斗思想呈王変升1乱ﾛ１一般国民ｇｌ道徳性
号鼓吹ｦ１為乱oト発起赴者叫然赴則諸氏ﾌ｝大回二字｡１対ざ}-.ト疑問Ｃｌ必有琶ｽ1斗．請君日｝
其理由号申排司司叫．蓋儒教ﾌ｝五帝時代三自乱･ト始行司･ﾄ告則此時岩大同g１世皇三王
以後時代岩小康９１世司其儒教ｇｌ本領告求司哩即大同之道ﾌ｝是耳司琶ｽ1耳本会大同ｇｌ
各Ｃｌ此◎１基因菩Cl呈全olq-4)．
この文章では1909年に創立された大同教の設立趣旨および大同の意味が説明されている。大同教が願
ったのは一般国民に道徳‘性を鼓吹することであった。大同教は近代儒教界では大東学会や経学院とは違
う民族的』性格の儒教団体であったが、その目的は経学院や大東学会のそれとよく似ている。1900年代初
期の儒教認識を示しているといえよう。儒教の普及、道徳‘性の鼓吹、美風の奨励など様々なスローガン
のもとに近代的儒教団体が成立し、講演会も盛んに行なわれるようになったのである。
3）辻本雅史「石田梅岩という「事件｣」（｢教育を「江戸」から考える｣、ＮＨＫ出版、2009年）63-66頁。
4）金源極「孔子・聖之時者」（｢西北畢会月報｣、1909年12月）５４頁。
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経学院講演施行に関する要項9）
一、講演は教育に関する勅語の趣旨を体得して経学院設立趣旨に準じて行なうこと
二、人倫を正しくして仁義忠孝を主旨とする実践期行を奨励し、新政の趣旨を貫徹すること
三、講演する際には地方行政の施設方針に背馳しないように注意し、地方官と協議すること
四、講演日時、題目、講演者（地方は講演の場所）を予定して儒林および学校などに通知し、一
般多数人士が来聴できるようにすること
五、司会者は講演の次第を所在地の地方官に報告して当日地方官の参加および一般人の聴講を
勧誘すること
六、講演者は経学院職員および講士はもちろん、他の学識徳望ある人もしくは学校長、職員など
に依頼することも可能
1910年代の講演会
１経学院の「経学講演」（1910年代）
1913年３月17日、朝鮮総督府は訓令第１３号を発布した。その中で講演に関しては春秋釈莫を基点とし
て講演を開くこと、講士を地方に派遣して巡回講演を行なうことを明示した5)。1913年４月21日の総督府
訓示によって経学院は新事業実行の件に対し認可を受けた。その内容は、ｌ）毎月第二土曜日に講演を
行なうこと、２）毎年三、九月には文廟釈莫の翌日に行なうこと、３）春秋の釈冥後各道講士に道内各
郡を巡回し学問を勧めることであった6)。
第１回の「経学講演」は1913年６月14日、李容植が「論語」の「益者三友損者三友」を主題として講
演した。聴講者は180人で、敷演、続演も行なわれた。
講演会は「本講演」→「敷演」→「続演」→「結辞」の順序で行なったが、続演の省略や以次講演、
続論が付加される場合もあった7)。
<第１２回講演会>8）
5）「経学院雑誌」
6）「経学院雑誌」
7）「経学院雑誌」
8）「経学院雑誌」
9）「経学院雑誌」
これ以後、講演会は特別な変更なく行なわれたが、政務総監通牒（1915年９月４日）により1915年１０
月13日にその規程が改正された。
近代期韓国経学院の講演会について（丁）
?
?
。??????????? ?』? ????? 』 』?、》 ???????(1913年）
(1913年）
(1913年）
(1915年）
(1915年）
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回数 年月日時 講演種類 内容 識演者 参加人員
１２回 1915年05月08日
本講演
敷演
続演
道不遠人(中庸）
李容植
鄭鳳時沈鍾舜
呂圭亨
70余人
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七、経学院での春秋二回の講演はできるだけ釈糞祭当日に行うこと
講演の順序
一．聴講者、講演者、および参列者一同着席
一．司会者開講を告げる一同敬礼
一．教育に関する勅語奉読一同起立最敬礼
一．経学講明
一．普通講演
一．司会者閉会を告げる（一同敬礼後）順次退席
この「経学院講演施行に関する要項」は1915年９月４日以前まで経学講演がどのように行われてきた
のかを示すとともに講演会の中で学務局がどのような部分を修正していたのかを示している。
新たな講演要項の手順は開会および式前行事、閉会という順序を設け、以前の講演会よりも近代的形
態を備えた。講演要項の第七項に従い、釈糞当日に釈貫→教育勅語奉読→経学講演→普通講演の順に行
なわれた。
講演会直前における教育勅語の奉読は、東洋の共通的伝統である儒教儀礼および儒教講演の間に教育
勅語を入れ、日本の皇祖皇宗や国体精神の酒養を求めることであったといえよう。
講演会の準備においても事前に日時、題目、講演者、地方の場合は講演の場所を主な聴講者である儒
林と学校関係者に知らせた。講演の聴講者を確保して講演の効果を高めるための方針であった。この要
項は1915年９月13日に行なった第14回講演から実施された。
第１３回までの講演会は経学に関する内容を主に扱ったが、第１４回からは朝鮮総督府の学制1238号の
｢新政趣旨を貫徹すること」に従い、講演の内容は新政趣旨を反映させることに重きを置くようになっ
た。次に示すのは第１４回の講演の状況である。
<第14回経学講演>１０）
回数 年月日時 講演種類 内容 講演者 参加人員
開識 教育勅語、勅語訳文 宇佐美内務部長官､朴脊純
14回
1915年09月13日
１０時30分
績演
普通講演
温故而知新（論語）
朝鮮農業施設に関する説
李容植
中村彦（総督府技師）
530余人
普通講演 新学旧学に関する講話 李完用（来賓伯爵）
講演は講演要項にしたがって教育勅語とその訳文を奉読することから始まっている。聴講者は530人
であって、第１回講演会から第１３回講演までの聴講人員が平均125人であったのに比べ､およそ４倍以上
に増えた'')。新政趣旨の側面においても「普通講演」という新たな講演を準備し､儒教以外の内容も扱っ
１０）「経学院雑誌」９号（1915年）４２頁。
ll）「経畢院雑誌」２号（1914年）５１頁。（一番少なかったときは第３回の54人、一番多かったのは230人であった）
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忠孝ヲ本トシ徳性ヲ酒養スヘシ
実用ヲ旨トシテ知識技能ヲ教授スヘシ
強健ナル身体ヲ育成巣へシ'5)。
ている。
「経学院雑誌』第11号は「経学院講士に対する総督閣下の訓話要領」から始まる。1916年の３月１１日、
春季釈冥が実施され、二日後の３月１３日、総督官邸での茶菓会で次の総督訓話があった12)。
孔子の道を説明することに止まらず、この道を実行し、人心を開導して国家の隆盛にすることを目
的とするべきである。（略)各道の講士は本府の施政方針を以て民衆を善導し徳化を広く普及する覚
‘悟が必要である。（略）儒生又は書堂教師においても子弟の教育をする者はこの心徳を体認し（略）
教員心得を各一部発するのに熟読玩味し（略）その趣旨に徹底努力することを望む'3)。
茶菓会で総督はさらに経学院の設立趣旨を強調しつつ、各講士の任務や朝鮮の進歩している現況、教
育を通した人材養成について述べるとともに「教員心得」を講士に一部ずつ配った。「教員心得」とは、
1916年１月４日、朝鮮総督府が植民地の教育のため頒布した教育法令である'4)。
上記の引用文によると普通学校の教員だけでなく儒生や書堂の教師であっても教員心得は体認しなけ
ればならないものであった。教員心得の主要内容は以下の通りである。
??????????
近代期韓国経学院の講演会について（丁）
経学院講士は、経学院の設立趣旨、施政方針、教員心得を熟慮したうえで講演を行なわなければなら
なかった。朝鮮総督府の講演に対する態度は他の経学院の事業に比べ厳格であり、要求も多かったので
ある。
講演会に対する厳格な管理は地方講演においても同様であった。経学院での講演は朝鮮総督府の関係
者が常に直接参加し、管理監督が可能であったが､地方講演の場合は直接監督することができなかった。
各道の講士が地方講演の時、講演要項に準じているかどうかを確認する必要があったため、経学院の職
員を派遣し地方講演の状況を視察し報告することを求めた。
本講士が年来巡行する際、教育に関する勅語を奉体することや文廟を崇奉することを第一の急務と
12）「経学院雑誌」１１号（1916年）６４頁。
13）「経学院雑誌」１１号（1916年）４頁。孔子９１道岩箪さ1挽道荘司o卜後昆｡1刈博智旦呈列足乱叫琶契◎1．}し1斗斯道吾責行
司。㈱人心号開導司oﾄ園家gl隆盛号圃替旦呈目的号甘Cl･ﾄ智ｽ1Ｌ｝（略）各道講士製者岩里号刻Cl能司本府施政９１方
針号曾得ざ１．o㈱民衆号善導さ}･工徳化号普治琶斑悟ﾌﾄ有琶ｽ1olq｡．（略）儒生又岩書堂教師斗呈子弟教育｡11任註者岩此
心得号須皆体認智英名（略）教員心得各一部署頒付司茎L1諸列岩宜先熟読玩味さ}Oト（略）其趣旨ﾌﾄ徹底司呈尋努力
乱ﾌ1号切望ざ1．呈斗。
14）「朝鮮総督府官報」1916年１月４日
１５）「朝鮮総督府官報」1213号（朝鮮総督官房総務局、1916年）２頁。
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したが列郡講演場所でそれを行なう者は少ない'6)。
この引用文は「経学院雑誌」の「地方報告」欄の京畿道講士である黄敦秀が道内を巡行そた際の状況
報告である。単に地方巡講を行なうだけでなく、地方講演における教育勅語の奉読などの手順や講演の
内容が経学院講演の方針を充実に反映しているのかを視察しているのである。
『経学院雑誌」第11号には、1916年３月22日に経学院の春季巡講を停止させ、その事由を総督府に報告
したという記録がある。これは上記の京畿道講士の視察報告によるものであると推測できる。
講士は地方視察するとき講演会の問題点を上部に報告し、それを解決するためには講演を一時停止し
て問題をすぐ直すというフイードーバックのシステムがあったと思われる。このように朝鮮総督府は講
演会を厳格に管理した。特に地方にはしばしば視察団を派遣し儒林の動静を探った。
1918年には経学院の講演会に関する改良問題が提起されている。
経学院講演改良二関スル件
（1918年８月20日起案）施行月日（1918年９月７日）
（前略)経学院講演会は一般教化ノ禅補二勤メル同時二新政ノ趣旨事務ヲ了解セシメムコトヲ期ス
ル各道所在経学院講師ノ如キ素ヨリ相当の学識徳望ヲ有スト錐モ何分概ネ老齢者ナレハ自然旧思
想二拘ハレ講演ノ如キ往々経学ノ講演二偏ツテ時勢二痛切ナラサルャノ感ナキ能ハス然ルニー面
談巡講時二於テハ平素社会ノ表面二出ルヲ悦ハサル地方ノ両班儒生など多数来聴アリ逸スヘカラ
サル好機二○即チ之ヲ利用シ巡講シ佐ケ教育、勧業其他新政ノ趣旨時務二関シ懇篤講話セシムル
ニ以テハ大二彼などヲ開発シ其目的ヲ徹底セシムルニ於テ更ニー段ノ効果アルヘシ'7）
講演会の内容が経学の内容に偏って施政や社会現況を反映していないというのである。この改良意見
は次の31回講演（1918年１０月20日)､32回講演（1918年１１月１６日）までは反映されたが1919年３．１運動
以後講演会はしばらく停止された。
２経学院の普通講演（1915年-1918年）
経学院の普通講演は経学講演の欠点を補完するための講演であった。1918年の「経学院講演改良二関
スル件」でも言及したように朝鮮総督府は経学講演が時勢を反映してないと判断し、その問題を解決す
るため「普通講演」を企画したのである。
経学講演が四書の範囲を超えない儒教経典に基づく講演であったのに比べ、普通講演はそのような制
限が最初からなかった。時勢や経学院の活動状況ともからめて保健、学術、教育、経済など様々な主題
の講演が行なわれた。
１６）「経学院雑誌」１１号（1916年）81-82頁。本講士ﾌﾄ年来巡講詩｡11教育｡１１開註勅語奉鐙萱事斗道徳･11開赴文廟崇奉曾事
号第一急務呈認得講演場所｡11丁寧申複Cl不音家愉戸挽Cl呈叶履行者鮮突叫．
17）「経学院講演改良二関スル件」（｢経学院雑書類綴｣、社会課、大正４年以降-大正１０年）197頁。
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当時、京城女子高等普通学校長であった太田秀穂は「二宮尊徳翁の人物及道徳」という題目で５月１３
日、第18回の講演会で話をしている。
先生名自助精神Cl富赴実行的人物Cl己１－道徳gl理論号講釈註学者星ＯＮ呈勧力Cl有司｡ﾄ道徳命令乱岩
高官王。}叫呈農民中一先覚者三聖人gl道号適宜司実行司ﾛ1人民告為司｡卜諸般善良事業名率先実行司
ﾌ1三主旨号作赴人Cl升（略）先生gl主義岩小吾積司oﾄ大吾成司岩E1I在司L1書。11日惟公慾徳克勤小物
｡1叫司ヱ関雰子日勿軽小事小隙沈般勿軽小物小虫捜毒身Cl叫司ヱ（略）近来青年名何事号無論乱ヱ
速成号企図司苦風Cl多司｡旧如何司司哩一躍｡11地位号高升1曾ヱ日如何司司恩一樫011千金号得琶ヱ乱
叶然｡11_+速成名危険｡1多司｡トー 歩01退歩尋名確実註ス1斗大学01日君子居易以俊命小人行険以徹幸｡１
斗乱し1此号謂替｡1斗（略）先生名単司吾人一箇gl修徳工夫号術琶嬰Cl.ｑ斗吾人協同生活oll対司｡ﾄ述
赴日}｡1多司笑ヱ先生９１遺法報徳社岩即朝鮮９１郷約斗如司互相救済gl組合Cl叫其方法名道徳｡11重苦置
司｡ﾄ各人｡1互相勢力註金銭号醸出積立卦･ﾄ共済互助gl方斗越善避悪gl道号講註引Cl升近時oll其科条
吾掛酌司｡ﾄ法律三列其形式号整頓赴刃人1即信用組合｡1斗今日内地模範村９１多数そ右報徳社斗信用組
合gl方法号実行司岩処。l多司叫余９１所見号略挙舌ﾄaE11（略)１８）
ここに見える二宮尊徳（1787-1856）は､江戸末期の農村改良者､農政者として知られている。彼は農
民出身でありながらも、あらゆる逆境を勤勉と勤労精神で切り抜け、ついに武士の身分にまで登りつめ、
藩と幕府の財政に助力した。また農村の改良や復興に力を尽くした功績が明治時代に認められ、神社の
神となった人物でもある'9）
彼は当時、模範的な人物の原型として韓国や日本の修身教科書に取り上げられた。この文章は、その
道徳や節約の精神、勤労精神、学問に熱心だった生涯について述べている。だが、文末に至ると彼の貯
蓄精神が強調され、そして日本の信用組合に関する話へと展開していくのである。
下の表からもわかるように、「経学院雑誌」に載せられている普通講演会の内容は朝鮮総督府の新政
策、経学院の活動状況はもちろん、朝鮮経営の全般に及んでいた。普通講演の講演者は李完用が２回、
趨重歴が１回行なっているが、それ以外はすべて日本人学者や朝鮮総督府、教育機関関係者の講演であ
った。
なお、第１４回の講演の構成は1918年１１月１６日の第３２回講演会までしばらく続けられるが、1919年の
３．１運動以後、普通講演は廃止されてしまう。
１８）「経学院雑誌」１２号（1916年）59-66頁。
１９）召早号「吾ql註．望修身教科書oll刈入１３.里碧?１号'Ｈ１五国千一Lｲｴﾛ1.ト舎呈早暑号判旦呈_」（｢望Cl五号望子」
４３召、註号曾暑Cl五号卦到、2008年）186頁。
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<経学院の普通講演>20）
雑誌号数 講演回数 日付 講演題目 講演者
9号 １４回 1915年09月１３日
朝鮮農業施設に関する説
新学旧学に関する講話
朝鮮総督府技師中村彦
李完用（来賓伯爵）
9号 １５回 1915年１０月09日 儒教の根本義 京城高等普通学校教諭文学博士高橋亨
11号 １６回 1916年03月11日 健康と衛生 朝鮮総督府医院医官森安運吉
１１号 １７回 1916年04月08日 二宮尊徳翁の報徳教要旨 朝鮮総督府編修官立柄教俊
１２号 １８回 1916年05月１３日 二宮尊徳翁の人物及道徳 京城女子普通学校長太田秀穂
12号 １９回 1916年06月１０日 立身致富之要訣 朝鮮総督府嘱託村上唯吉
12号 20回 1916年09月07日 朝鮮の化学工業 京城工業専門学校教授金津明
14号 21回 1917年02月24日 利用後生 京城工業専門学校長豊永真里
１４号 22回 1917年04月１４日 法律と道徳 京城専修学校長吾孫子勝
15号 23回 1917年05月12日 朝鮮工業の促進 京城工業専門学校教授宇野三郎
15号 24回 1917年06月１６日 今日朝鮮儒教人の自畳虚 子爵趨重感
16号 25回 1917年09月22日 養生法に就いて 朝鮮総督府官立学校医大槻式也
17号 26回 1917年11月１０日 国民道徳は何也 朝鮮総督府編修官立柄教俊
17号 27回 1918年０３月21日 朝鮮気象に関して 朝鮮総督府観測所長平田徳太郎
１８号 28回 1918年05月１１日 内地の宋学 朝鮮総督府嘱託今関寿麿
18号 29回 1918年06月08日 科学と人生 京城工業専門学校教授片山亮
19号 30回 1918年09月07日 両漢経学の盛衰と清学 朝鮮総督府嘱託今関寿麿
19号 31回 1918年１０月１２日 普通科における漢文科の任務 朝鮮総督府編修官立柄教俊
19号 32回 1918年１１月１６日 勤倹貯蓄 朝鮮総督府観測所長平田徳太郎
経学院の講演会（1920年代）
１文化政治による教化事業の強化と講演の活性化
1910年代の軍人の力による武断政治に対し、韓国の民衆は不満が高まっていた。民衆の間には不満が
高まっていた。民衆の反発感が高宗の葬式とかみ合って、３．１運動という全国的民族独立運動が起こ
ったのである。３．１運動は朝鮮総督府の政策に大きな変化を与えた。斉藤実総督は文化政治を標傍す
る要旨を発表した。その内容は次のとおりである。
形式的政治９１弊号打破乱ヱ法令名望午飲岩限簡約乱ﾌ１乱ヱ誠意三国民号誘披司吋其
精神９１徹底号図謀司ヱ行政処分名事態斗民情号顧慮乱ＯＥＩ適切赴措置号取乱ヱ詞列被処
分者９１諒解吾望oloI：赴叫。
一．事務ｇｌ整理簡捷Ｃｌ詞坐ヱ民衆９１便益号計司α1官庁ｇｌ威信号保持計｡４｡ト註叫．
一．言論、集会、出版等011対司ｏ１岩秩序斗公安維持●１１無妨註限智啓司考慮号加司Ｃｌ民意
斗暢達号計司｡１oト赴叫。
一．教育、産業、交通、警察、衛生、社会救済其他各般行政◎11刷新豊加計ヱ国民生活ｇｌ安定
20）『経学院雑誌」９号-19号を参考して作成。
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号図謀司oキー般ｇｌ福利号増進乱岩E11飢Ｃｌ入'三一生面含開拓曾契号期赴叫．特司地
方ＯＩＩ飲Cl利ｇｌ民風ｇｌ酒養斗民力９１作興名地方団体９１詞｡１１期待智Ｃｌ便琶契Cl三三将
来時機号且Oト地方自治制度号施行萱目的旦呈速司Ｏｌｇｌ調査研究０１着手司司註叫21)。
この中で注目されるのは地方に対する見解である。朝鮮総督府は京城だけではなく全国的運動を経て
地方に対する認識が足りなかったことを目覚ましたのであろう。1910年代までの地方に対する無関心は
1920年代になってから変化を見せ、教化と視察、地方団体の設立、報償などの形態を帯びて展開された。
韓国の独立運動は経学院とも関係があった。経学院の大提学（経学院の最高のポスト）金允植と副提
学（大提学次のポスト）李容植が３．１運動に参加したのである。特に李容植は経学院の講演会で本講
演を担当してきた核心人物であったため､朝鮮総督府や経学院にも衝撃を与えた。金允植と李容植は当時
の儒教界に大きな影響力を持っていた人物であり、経学院リーダー二人の解任と逮捕で儒林は動揺した。
1919年３月６日の釈糞当日、高宗の国葬があったため釈冥は略式で行なわれたが、講演会はしばらく
停止となる。経学院の不安定と民心の動揺を考慮した決定であった。1919年１０月２日の釈冥後も講演会
は停止されたが、同日午後４時、斎藤総督は経学院職員および講士を官邸に招待し茶菓会を開いた。そ
こで次のような総督訓示があった。
経学院職員講士に対する訓示
（前略)要するに朝鮮の良俗を助長して弊風を矯正し時代の進運に順応し民衆が昭代の恵沢に浴び
られるようにするので各位はよくこの点に留意し、以前一般民衆に公布した諭告の如く各位が地
方巡講や他の機会を利用してその趣旨を普及させこれに徹底するに努力して国家に貢献するとこ
ろあるように期すること
大正八年十月二日朝鮮総督男爵斉藤実22)。
斎藤総督の訓示では地方順講を強調している。地方巡講を通して朝鮮総督府の立場や政治目的の説明
を求めたのである。斎藤総督のこの訓示以後、まもなく法令として1920年６月29日に「郷校財産管理規
則」が制定される。
「郷校財産管理規則」第三条は､郷校財産は教育およびその他の教化事業以外の目的で使用できないこ
と、第四条では､郷校財産の収入は文廟関連の費用や教化関連に使うことを明示している23)。このことに
関しては朝鮮総督府が発行した「郷校財産関係』（江原道の支出項目）に次のように記されている。
21）「毎日申報」1919年９月３日
22）「経学院雑誌」２０号（1920年）４－５頁。
要君1E1朝鮮９１良俗号助長乱珂弊風号矯正司｡ﾄ時代９１進運｡11順膳司01:列民衆旦呈乱oﾄ号昭代９１恵津oll浴升1乱ﾕスﾄ智｡１１
不外乱しI各位岩克司此鮎｡１１留意ざ}･･卜鍵｡1一般民衆９１刈公布赴諭告斗如赴契三各位ﾌﾄ地方巡講斗其他９１機曾号利用ざ}・
Ｃｌ:其旨号将順普及計oﾄ此号徹底計｡１１努司｡l:画家oI1貢献乱岩叶う}有智号期赴ｽ1Cl叫。
23）「朝鮮総督府官報」1920年６月29日および「経学院雑誌ｊ２１号（経学院、1921年）３３頁。
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２「東京斯文会」との交流
経学院における講演会の再開は1921年の秋季釈糞の後、東京斯文会の宇野哲人の講演からであった。
講演の再開が日本学者の講演から始まったのは偶然ではなかった。1920年代の経学院講演の特徴の一つ
は東京斯文会との交流であった。
一、育英二、善行者表彰三、視察補助四、儒教剛明会の補助五、学校寄付金六、図書新
聞購入饗七、番堂教師講習八、地方改良補助九、図書館24）
この項F1の中で経学院の地方講減は第七に当たる。書堂教師の知識を高めるための講習会に招聴した
誰士の旅没として郷校の収入を使ったのである。
1910年代の講演会は経学院の規定にしたがって行い、地方講演や地方巡講の場合も経学院が計画を立
てて行なうものであったが、1920年代からは、地方の郷校、地方官、地方の儒林組織などが経学院に講
演を依頼し、それに応じて該当誌士を各郡に派遣する形となった。1923年の『経学院雑誌』第25号には
次のようにある。
大正十二年六月四日大東斯文会穆山支会で白日場を開催する際、本院講士の出張講演を希望する会
長の依頼があり誰士成楽賢に出張を命じた。同六月十六日金川平山両郡郷校から講演を開催する
際、本院から誰士を派遣してもらって講演を行うことを希望する郡守および文廟職員の依頼があっ
て司成金完鋲を派遣した25)。
同号の「日誌大要」柵にも公州郡､星州郡､昌寧郡などの郡が「社会教化」に関する講演あるいは「教
化事業｣に関する講演を開くため経学院に誰士の派遣を求めたとある26)｡1920年代本格化した社会教化事
業とともに、経学院の地方講演は,9,0年代よりかなり活性化されたのである。
I郷校財産関係ｊ１
ｉ経学院雑誌」25.号
I経学院雑誌１２５号
東アジア文化交渉研究第８号
”1６
(朝鮮総将府、1921年）1055-1056頁｡
(1924年）３４頁。
(1924年）４６頁。
??、????
1910年代の「普通講演」ももっぱら日本関係者の講演であったが、普通講演はそもそも講演の主題が
儒教とは関係のない場合が多く、しかもその普通講演の講演者は朝鮮総督府や韓国の学校に勤めている
人物であった。
しかし1920年代の講演者は主に東京斯文会の会員であったこと、さらにその講演者たちは日本で文学
博士、教授として活発に活動しており、漢文や東洋思想の専門家であった。彼らは経学院の儒林とは異
なって近代的教育を受けた学者であった。
前も触れたように、1920年代は「文化政治期」であった。それは韓国を文化的に統治することだけで
はなく、日本文化の力量を見せる側面もあったと考えられる。
東京斯文会の歴史は明治１３年（1880）設立された「斯文学会」から始まる。その後「孔子祭典会」と
統合し大正７年（1918）社団法人斯文会として再編成される。
斯文会の誕生は欧米の思想、民本主義の拡大に対抗する明治政府の儒教主義がその背景になった。国
学、儒教、漢文の奨励を通して国民精神の統一、国民道徳を高揚と安定を求めたのである。
斯文会が発行した雑誌「斯文」には斯文会の目的が書かれている。それは東アジアの学術つまり儒教
を剛明して国体の精華を発揮することであった27)。斯文会の目的は｢斯文会趣意書｣にもつと確実に明示
されている。
本会は朝野の諸彦の賛助により儒道を以て本邦固有の道徳を鼓吹し精神的文明の振興に努め彼の利
用厚生に関係ある物質的文明の発達と会い伴ふを得しめんとする果して此<の如くなるを得ば永く
国運の隆昌を増進し戦後の世界に菖邦に超越せる我が国体の光輝を発揚するに足らん28）
経学院と斯文会の関係がいつから始まったのかは確かでないが、経学院の職員および講士が1914年
｢大正博覧会」に参加するため「経学院視察団」を組織している。日本に到着した視察団は厳島、大阪、
京都､奈良、山田、名古屋､東京などを視察した29)。東京では湯島聖堂30)を参拝しているが、これは視察
団と同行した斯文会の会員高橋亨の紹介によるものであったろう。
確実な両団体の交流は1920年代になってからである。斯文会の会員が経学院の釈糞日程に合わせて京
城を訪問し、経学院釈莫とその後の講演に参加した。斯文会と経学院の交流状況は以下のようである。
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｢斯文」第１編第１号（斯文会、1919年）３頁。第一峰目的第一像本財団ノ目的ハ儒道ヲ主トシ東亜ノ学術ヲ
剛明シ以テ明治天皇ノ教育二関スル勅語ヲ益賛シ我ガ国体ノ精華ヲ発揮スルにアリ。
｢斯文」第１編第１号（斯文会、1919年）２頁。
｢経学院雑誌」３号（経学院、1914年）37-49頁。
湯島聖堂は現在も斯文会が管理している。
27）
???????
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<1920年代の経学院と斯文会の交流>31）
日付 交流 参加者
宮中顧問
1921年９月11日 経学院釈奨参加 東京斯文会会員
工藤一記
1921年９月１１日 経学院釈莫の添香時告文奉読 東京帝国大学教授
1921年09月12日 経学院の講演会
東京斯文会教化部長
宇野哲人
東京第一高等学校教授
1922年08月29日 経学院の講演会 東京斯文会会員
今井彦三郎
1922年09月26日
経学院釈興参拝および
経学院の講演会
東京斯文会総務
服部字之吉
1922年10月29日
東京湯島聖堂孔夫子忌辰
四十周甲追遠記念祭参加(斯文会主催）
朴箕陽、鄭菖朝、鄭鳳時など
1923年09月20日 経学院の講演会
学習院教授文学博士
斯文会議員岡田正之
1924年03月09日
1924年03月０９日
経学院釈奨参加
経学院の講演会
東京斯文会研究部長市村瑠次郎
1925年03月04日
経学院釈莫参加、告文を進読、
経学院講演会
東京斯文会長
井上哲次郎
1925年03月04日 経学院の講演会
東京斯文会会員
児島献吉郎
1925年以後も斯文会との交流は続けられたが、1924年に京城帝国大学が設立され、斯文会会員である
服部宇之吉が初代総長として就任した。その後は京城大学の日本人教授が講演者をつとめるようにな
り、東京斯文会から直接講師を派遣してもらう必要がなくなったのである。
一方、経学院職員は東京斯文会が主催した朱子誕降八百年記念祭（1931年１０月）や東京湯島聖堂儒道
大会（1935年４月）に参加するなど交流は続けられた。
３地方講演の付帯行事一「白日場」・「製述」
経学院の講演会は釈糞の後、茶菓会や宴会前に行なわれた。地方での講演会は郷校や郷校の儒林会や
地方の儒教団体が地域の状況に合わせ、会議を通して決定した。地方でも経学院のように釈莫の当日に
講演会を開く場合もあったが、強制的ではなかった。
巡回講演は朝鮮総督府の新政趣旨を接する機会が少ない地方の民衆を対象とする講演会であり、朝鮮
総督府の政策や儒教を用いる社会教化の側面もあったが､地方の儒林の動向を把握する機会でもあった。
だが地方の保守的儒林は経学院自体に対して否定的認識を持っていたし、経学院講士が主導する朝鮮
総督府の新政趣旨を含む社会教化講演は地方儒林にはむしろ反発を与えるおそれもあった。そのため地
方講演では特別に朝鮮の伝統の文章大会である「白日場」や「製述」を加えた。
31）「経学院雑誌」２２号-28号の内容を整理。
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「白日場」や「製述」は1910年代から始まった。「経学院雑誌」第12号には大正５年（1916）５月23日
から５月24日にかけて開城郡で行なわれた講演会と製述（詩文の創作）が｢講製状況32)」という題目で掲
載されている33)。
日付 場所 行事の内容 参加者 参加人員 開閉時間
５月23日
開城郡
文廟の参拝→開講→教育勅語奉読→講演→
二次敷演→四書三経の講論 儒林･学生
530余人
午後１時一
午後７時
５月24日 郷校明倫堂での製述→授賞 110余人 午前９時一
同年５月26日には慶尚南道晋州郡でも講演と白日場が開催された34)。
大正６年（1917年）５月５日には、副提学李容植が司成および職員を帯同して全南光州郡郷校、全羅
北道井邑郡の泰仁郷校、同郡の武城書院に出張し講演および講製を行なった35)。その次第は次のとおり
である。
日付
４月26日午前１０時30分
４月27日午前１０時
４月28日午前１０時
４月29日午前１０時
５月01日午前10時
５月02日午前１０時
５月03日午前１０時
５月04日午前１０時
光
郷校
泰仁
郷校
武城
香院
<講製状況〉
教育勅語を奉読、開講趣旨を説明、副提学の講演
明倫堂で試講
明倫堂で作文および律詩を作る製述試を実施
明倫堂で商品（『論語｣、「孟子｣、「大学｣、「中庸｣、「孝経｣）授与
教育勅語奉読後に講演
開講趣旨の説明、講演、四書三経で試講
製述試（作文および律詩の制作）
商品（論語、孟子、大学、中廠、教経）授与
講演会の当日に白日場や製述を開催しなかったのは、製述には講演の内容を用いた問題を出したから
である。最後に合格者には所定の賞品を贈呈した。製述や白日場は教化の再検討、確認の意味も含んで
いた。
このような白日場や製述が盛んになったのは1920年代になってからである。白日場を単独に行なう場合
はほとんどなく、講演会とともに実施された。1920年代における白日場の開催状況は次のとおりである。
32）
3）
34）
35）
講演会と製述の状況
｢経学院雑誌」１２号（1916年）
｢経学院雑誌」１２号（1916年）
｢経学院雑誌」１５号（1917年）
48-49頁。
48-49頁。
30-33頁。
229
東アジア文化交渉研究第８号
<1920年代の白日場開催状況>36）
日付 地域名 行事の内容
1921年06月03日 礼山郡 白日場
1920年09月24日 礼山郡 白日場
1922年１１月26日 太田郡 白日場
1921年１２月１９日 太田郡 白日場
1921年05月13日 徳川郡 白日場
1921年05月29日 亀城郡 白日場
1921年07月05日 山清郡 白日場
1922年１２月05日 江原道儒道閲明会 白日場
1923年06月04日 大同斯文会穆山支会 白日場
1924年１０月22日 映川郡 白日場
1926年１０月27日 城津郡 白日場
1930年以後の講演会
経学院講演は1936年まで続けられるが、「経学院雑誌』には1930年の第49回講演｢現代世相と儒学の本
領」まで内容が掲載されている。これ以後は「日誌大要」に釈糞状況とともに日付、講演の題目、講演
者の名前、聴講者の人員が記録されているのみで、その内容は見ることができない。1930年以後『経学
院雑誌」の体制が変化し、講説棚が廃止され、これ以上講演の内容を記録することができなかったため
と思われる。
<1930年代の経学院購演会>37）
号数 回数 講演日付 講演題目
3１ 4８ 1930年03月08日 我国近時の立法と儒道との関係
3２ 4９ 1930年09月24日 現代世相と儒学の本領
3３ 5０ 1931年03月23日 孔門の教育と就職問題
3３ 5１ 1931年09月19日 東洋有斯文
3５ 5２ 1932年03月07日 東洋民族の歴史上動向
3５ 5３ 1932年09月03日 現在を救う道
3６ 5４ 1933年03月02日 自力更生
3７ 5５ 1933年09月28日 儒教の真理
3７ 5６ 1934年03月１７日 孔子教と現代文化
3８ 5７ 1934年09月13日 孔子及其教義に対する東方諸民族の態度
3９ 5８ 1935年03月１２日 儀礼の生活に及ぶ影響
4０ 5９ 1935年08月29日 心田開溌に対する儒教
4１ 6０ 1936年02月25日 人性有三大特長
4１ 6０ 1936年09月22日 士の責務
36）「経学院雑誌」２２号-28号を参考して作成。
37）「経学院雑誌」３１号-41号を参考して作成。
230
講演者
学務局長務部欽一
京城師範学校長渡辺信治
京城帝国大学法文学長藤塚隣
朝鮮総督府視学官福士末之助
京城帝国大学教授大谷勝真
朝鮮神宮宮司知和安彦
朴相駿
安重植
羅一鳳
朝鮮総督府修史官稽葉岩吉
中枢院参議朴相駿
副提学鄭鳳時
司成李宣鍋
朝鮮総督府社会課長金大羽
時局に対して正確な判断を持つこと
皇道精神の宣揚に努力すること
隠遁厭世主義を棄斥し、至誠努力主義に励むこと
階級主義の晒習を打破し天下を一家として見る仁道の本領を発揮すること
公理公論の弊害を革新し、実践論理の示範を率先弱行すること
３０年代の講演についてはその内容を見ることはできないが、題目から内容を推測することはできる。
宇垣総督赴任期から心田開発運動直前の「自力更生｣､信仰心の酒養による宗教政策を反映した「孔子教
と現代文化｣、「心田開発運動に対する儒教」のような題目は、宇垣総督時代の様々な社会運動、宗教・
信仰の強調を代弁している。
だが日中開戦から１カ月経過すると、講演内容に変化が見られるようになる。1937年８月９日経学院
は朝鮮総督府から「時局対処の件」という通牒を受けた。そこには、「時局ハ益全国民ノー致団結ヲ要ス
ル（略）儒林二於テハ率先期行滅私奉公ノ至誠ヲ致サザルベカラザル秋卜信ゼラルル」とあり経学院が
協力するべきであると著されていた。
一、各文廟明倫堂二於テハ来ル十五日ヲ前後ニー般儒林ヲ封象トスル時局認識並二銃後ノ畳‘悟ヲ徹
底セシムル趣旨ノ講演曾ヲ開催スルコト
ニ、毎月一日十五日ノ展拝二際シテ各文廟ノ神位前二於テ焚香後別紙誓願文ヲ誓告スルコト
三、本府及道府郡島主催ノ時局講演会ニハー般儒林ハ努メテ出席講演スルコト38）
1937年７月７日に勃発した日中戦争以後、経学院の講演会は一般儒林を対象とする「時局講演」が重
視されるようになった。一時中断していた講演の記録の掲載が再開するのは、４４号からであった。それ
は朝鮮総督府の通牒にしたがい、1938年10月15日秋季釈莫後、経学院明倫堂で大提学詞徳栄が「時局の
認識と儒林の覚醒」というタイトルで行なった講演である。
目今支那事変に関して時局の重大さは国民として皆覚‘悟することであるがわれ儒教者としては一層
特別な覚‘悟がなければならないといいます。我々はこの事変が東洋を改造し、永久平和を確立する
同時に､孔夫子が平日に描いた大同太平の世界が実現できる時期に到達すると言います。（略）東亜
一角に日本帝国が吃立いており、この帝国にあるから皇天が重大な使命を付与するようになりまし
た。これが今日の重大な時局を造成した原因であると言われています39)。
雰大提学はこの講演で、日中戦争が東洋を改造する戦争であり、この戦争を通して大同世界に到達す
ることができると述べている。彼は時局に対する儒林の態度として以下のように述べた。
近代期韓国経学院の講演会について（丁）
、
一、
、、、???
38）「経学院雑誌」４２号（1937年）31-32頁。
39）「経学院雑誌」４４号（1939年）１８頁。
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六、形式固滞の頑習を除去して時中之道の心理を応用すること40）
講演会には孔子、大同世界のような単語は使用されているものの、1910年、２０年代の講演会とはその
本質が変わってしまい、「新政趣旨を用いること」を目的としていた「経学講演」は、「時局講演」にな
ってから「皇道精神の宣揚」を主たる目的とするものへと変化していった。
このような時局講演は地方でも行なわれた。４６号には、地方時局講演会開催要項が見える。
地方時局講演会開催要項
一、目的
本講演会ハー般大衆二対シ国体観念ヲ明徴ニシテ皇道儒学ノ確立二寄与スルト共二時局認識ヲ徹
底ナラシメ以テ国民総力運動ノ進展二貢献アラシムルヲ以テ目的トス
ニ、期間
五月初句ヨリ約一ケ月間
三、開催地
各道内郡部ノ必要地区
四、主催
道儒道連合会
五、講士
各道二於ケル経学院講士並二明倫専門学院ノ評議員ニシテ本月十六、七日両日経学院二於テ開催
ノ講演打合会二参列シタル者ノ中ヨリ道儒道連合会長之ヲ選抜スルモノトス（略４１)）
地方での講演終了後には、地方講演要項７により、その状況を詳細に朝鮮儒道連合会長および朝鮮総
督府学務局長に報告しなければならなかった。
雑誌にある最後の講演会は、1942年１０月15日秋季釈糞後に行なった鈴川寿男の「時局と儒道」という
講演であった。
結論
時代による経学院講演会の特徴は、1910年代の講演会は「経学講演」と「普通講演」の二種類があっ
た。「経学講演」はその名前からもわかるように、「経学」を用いた講演であり、その内容も四書を超え
ない範囲で､近代と経学と関連づけた内容が多かったが「新政趣旨」を含んだ内容もしばしば目につく。
講士の中には李人稲のように、早い時期から同化政策を叫んだ者もいた。ただそれでも1920年代以後の
講演会と比べると、講士の語調は消極的であった。
40）上掲の本20頁。
41）『経学院雑誌」４７号（1943年）ｉ頁。
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「普通講演」は教育勅語の奉読と共に登場する。講演者はおおむね日本人であり、儒教と関係がない内
容が多かったが､啓蒙的な内容も含んでおり肯定的側面もあったと言えよう。特に衛生関連の講演や｢朝
鮮の化学工業｣、「科学と人生」のような講演は儒教とは関係がなく、一見日本の先進文明を強調する側
面があるものの、新鮮な試みであったと言えよう。
1920年代の講演は３．１運動以後、地方儒林を懐柔する目的で地方における社会教化事業を強調した
ため、多様な社会教化の一手段として講演が行なわれた。そして、1910年代までは経学院が派遣してい
た講士を、今度は地方の郷校や儒教団体が経学院講師を招待するようになった。
社会教化講演に対する地方儒林の違和感を治めるため､経学院は別に「白日場」や「製述」を開催し、
講演内容の再点検と共に、優秀者には賞品を与えることによって、講演会に対する印象を高めようとし
た。
また、経学院は東京の斯文会と関係を結び、日本の学者が直接経学院に来て講演が行なわれていた。
そして、そこには日本儒教の発達現況を見せようとする意図も、ある程度あったと考えられる。
1930年代にも講演会は行なわれていたが、その内容は雑誌に掲載されていない。講演の内容が再び雑
誌に登場するのは、1937年の日中戦争以後であった。講演会は時局講演の形式になり、経学院だけでな
く地方でも儒教組織を利用して講演会を行ない、その内容を上部に報告した。
経学院が開催、あるいは講士を派遣して行なった講演は、「経学院雑誌』、釈莫祭のように経学院の重
要な事業の一つであった。ほかの事業と同様に講演会も朝鮮総督府の儒教政策に影響を受けたが、ほか
の事業が京城の経学院を中心に行なわれたことに比べ、講演会の場合は地方でも行なわれたため、全国
的にその影響を与えたと考えられる。
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